
仙台高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 物理Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0027 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 名取キャンパス一般科目 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 教科書：総合物理２－波・電気と磁気・原子－（数研出版）、スタディサプリ（リクルートマーケティングパートナー
ズ）

担当教員 若生 一広
到達目標
　１・２年で学習した内容を踏まえながら、生活と関わりの深い電気と磁気を学習する。学習内容の基礎的な物理現象についての説明および基
本的な問題を解くことができる。また、電磁気に関する実験に基づき、代表的な物理現象を説明することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

学習評価項目（電気と磁気） 電気と磁気に関する学習内容を正
しく理解できる。

電気と磁気に関する学習内容の基
礎を理解できる。

標準的な到達レベルに達していな
い。

課題評価項目（電気と磁気） 電気と磁気に関する課題内容を理
解し、正しく整理ができる。

電気と磁気に関する課題内容の基
礎を理解し、基本的な整理ができ
る。

標準的な到達レベルに達していな
い。

実験評価項目（電気と磁気） 電気と磁気に関する実験内容を理
解し、正しく実験ができる。

電気と磁気に関する実験内容の基
礎を理解し、基本的な実験ができ
る。

標準的な到達レベルに達していな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は企業で電気・電子デバイスの設計開発を担当していた教員が、その経験を活かし、電気と磁気の基本的特性
・相互作用・最新の研究開発動向等について講義形式で授業を行うものである。
学習評価に関する内容：電気と磁気（電場、電流、電流と磁場、電磁誘導と電磁波）について学習する。
課題評価に関する内容：学習内容およびCBTに向けた課題を通して、学習内容を定着させる。
実験評価に関する内容：電磁気に関する分野の実験およびレポートの作成を通して、実験方法とレポートの作成方法お
よび学習内容のより深い理解に繋げる。

授業の進め方・方法
教室で講義を行い、授業進度に応じて適宜演習問題を行う。また、適時課題を課すが、提出期限を厳守すること。
予習：毎回の授業前までに、授業で行う内容と意義を考えて整理しておくこと。
復習：毎回の授業後に、授業で学んだことを振り返り、今後へ活かす方法を考えること。

注意点 物理Ⅲは、物理Ⅰおよび物理Ⅱにおける学習内容を基本としているが、基礎数学Ａ・Ｂおよび微積分の知識も必要とす
るため、よく復習した上で受講すること。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 物理Ⅲの概要、授業の進め方および授業内容、注意点
について理解できる。

2週 静電気や物体が帯電するしくみ 静電気や物体が帯電するしくみ、電気素量、電気量保
存の法則が理解できる。

3週 クーロンの法則と静電誘導
クーロンの法則および点電荷の間にはたらく静電気力
、導体と不導体の違いについて、自由電子と関連させ
て理解できる。

4週 電場 電場や点電荷のまわりの電場、電場の重ね合わせ、電
気力線を理解できる。

5週 電位 電位、静電気力による位置エネルギー、電位差を理解
できる。

6週 コンデンサー コンデンサーの充電、電気容量、電場、接続、エネル
ギー、誘電体との関係について理解できる。

7週 前期中間試験 上記までの学習内容について理解し説明できる。

8週 オームの法則と抵抗率 オームの法則から、電圧、電流、抵抗に関する計算が
でき、抵抗率について理解できる。

2ndQ

9週 電気とエネルギー ジュール熱や電力を求めることができる。

10週 直流回路 抵抗の直列接続および並列接続したときの合成抵抗の
値を求めることができる。

11週 キルヒホッフの法則 キルヒホッフの法則を理解できる。
12週 電池の起電力と内部抵抗 電池の起電力と内部抵抗を理解できる。
13週 ホイーストンブリッジ回路 ホイーストンブリッジ回路を理解できる。

14週 半導体 半導体、ダイオード、トランジスターについて説明で
きる。

15週 前期期末試験 上記までの学習内容について理解し説明できる。
16週 試験答案の返却と解説 試験答案の返却、問題の解説と正答の説明

後期 3rdQ

1週 磁場 磁気力、磁場、磁力線、磁化を理解できる。

2週 電流のつくる磁場 直線電流、円形電流、ソレノイドコイルの電流がつく
る磁場を理解できる。

3週 電流が磁場から受ける力 電流が受ける力、磁束密度、平行電流が及ぼしあう力
を理解できる。



4週 ローレンツ力 ローレンツ力、磁場中の荷電粒子の運動を理解できる
。

5週 電磁誘導 レンツの法則、ファラデーの電磁誘導の法則が理解で
きる。

6週 電磁気に関する実験 電磁気に関する分野の実験に基づき、代表的な物理現
象を説明できる。

7週 後期中間試験 上記までの学習内容について理解し説明できる。
8週 誘導起電力 誘導起電力とそのエネルギー、渦電流を理解できる。

4thQ

9週 自己誘導と相互誘導 自己誘導と相互誘導について理解できる。

10週 交流 交流の発生原理、実効値、変圧器について理解できる
。

11週 交流回路 交流の電圧と電流、交流と抵抗・コイル・コンデンサ
ーの関係が理解できる。

12週 交流回路のインピーダンス インピーダンス、直列回路と並列回路のインピーダン
スについて説明できる。

13週 電気振動 共振、電気振動、固有周波数について理解できる。
14週 電磁波 電磁波の発生と性質について理解できる。
15週 後期期末試験 上記までの学習内容について理解し説明できる。
16週 試験答案の返却と解説 試験答案の返却、問題の解説と正答の説明

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学

物理 電気

導体と不導体の違いについて、自由電子と関連させて説明できる
。 3

電場・電位について説明できる。 3
クーロンの法則が説明できる。 3
クーロンの法則から、点電荷の間にはたらく静電気力を求めるこ
とができる。 3

オームの法則から、電圧、電流、抵抗に関する計算ができる。 3
抵抗を直列接続、及び並列接続したときの合成抵抗の値を求める
ことができる。 3

ジュール熱や電力を求めることができる。 3

物理実験 物理実験

測定機器などの取り扱い方を理解し、基本的な操作を行うことが
できる。 3

安全を確保して、実験を行うことができる。 3
実験報告書を決められた形式で作成できる。 3
有効数字を考慮して、データを集計することができる。 3
電磁気に関する分野に関する実験に基づき、代表的な物理現象を
説明できる。 3

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度ポートフォ

リオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


